
「県内高校生の地域定着・移動希望についての調査」 結果の速報 

 

富山県内の７つの高校の高校３年生の皆さまにご協力をいただき、２０２２年の9月から10

月にかけてアンケート調査を実施しました。若者の地域定着が富山県の重要な地域課題となっ

ています。どのような要因によって若者の地域移動と地域定着のメカニズムを明らかにするた

め、アンケートを実施しました。 

アンケートの回答を高校ごとに集計した結果をグラフ化したものが「「県内高校生の地域定

着・移動希望についての調査」アンケート結果のグラフ」というファイルにまとめてあります。 

 

・調査対象となった７つの高校について 

高校は専門科高校２校（工業科と商業科）および、普通科高校（普通科を中心として専門科を

含む学校も一部含まれる）５校です。普通科高校は進路選択において「就職」を選ぶ比率が高い

高校の順に１～５の番号をふってあります（普通科高校４と普通科高校５は同率でした）。 

 

・分析の結果 

現在まだ分析を進めている最中ですが、現在まで明らかになった結果についてご紹介しま

す。 

 

トピック１： 「地域定着」に影響する要因 

 高校卒業後の進路が、最初の仕事の就職地に「地元（富山・石川）」を選ぶかどうかにか

かわっていました。高校卒業後の進路で「就職」を選んだ方は「富山」での就職を希望す

る傾向がありました。 

 さらには、高校タイプも地域定着に関わっていました。工業科高校の学生は、富山を就

職地として選ぶ傾向が顕著にありました。 

 これは、富山県の産業構造とかかわっていると考えられます。富山県は第二次産業（製

造業）が盛んです。工業高校を卒業した若者にとって県内に魅力的な職場が潤沢にある

ことから、地元での就職を希望する学生が多くなるのだと考えられます。  

 他方、同じ専門科高校であっても商業科高校では進学率も高く、地元就職を希望する割

合は低くなっていました。 

 また、普通科のうち特に進学率の高い高校（普通科高校５）において地元就職志向は低

く、希望就職地域を「わからない」と答える割合も高くなっていました。 

 

トピック２： 女性の県外移動について 

 さらに女性の県内定着・県外移動についても検証しました。国勢調査によれば、富山県で

は 19 歳ごろに急激な人口の流出があり、特に女性の流出が顕著であることがわかって

います。そこでなぜ女性が男性よりも県外移動をする傾向があるのかを検証しました。 
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 結果としてわかったことは、同じ高校内では性別によって県外への移動希望はほぼ差が

ないということでした（例外は専門科高校２）。 

 それではなぜ全体（国勢調査データ）でみると女性は男性より県外移動しているのでしょ

うか。それは、そもそも男女で行く高校のタイプが違うからです。男女で行く高校のタイプ

が違うから、地域定着に男女差が生まれるのです。 

 工業科高校の学生は県内定着志向が非常に強いですが、圧倒的に男子学生が多くなって

います。専門科高校１でも女子学生の割合は５％程度でした。つまり、もっとも県内定着し

やすいグループである工業科高校に女性が少ないことが、県内定着の男女差の原因の１

つだと考えられます。 

 

トピック３： コロナ禍の影響について 

 コロナ禍の進路選択への影響についても検証しましたが、一部予想外な結果になりました。

経済状況が改善した（「やや豊かになった」＋「豊かになった」）と答える学生の方が、悪化

した（「貧しくなった」＋「やや貧しくなった」）と答える学生よりも多くなっていたのです

（Q11）。コロナ禍の影響は一様ではないことがわかりました。 

 コロナ禍により進路が影響を受けた学生は学校にもよりますが 0～8.3%いました。進路

が変更になった点については、「進学⇔就職の選択」「志望校の難易度」「学校種別」「進学

希望地域」などが選ばれていました。 

 

 以上、分析結果をご紹介しました。トピック１と２については詳細を『高校卒業者の地域定

着・移動の規定要因――19 歳県民人口の男女差との関係から』というファイルにまとめて

ありますのでよろしければご覧ください。 

今後はさらにこの結果について分析を進め、報告書にまとめ、ゼミ生たちの卒業論文のテー

マとしても分析を行っていく予定です。 

なお、最後になりましたが、一言延べさせていただきます。少子高齢化の観点から「若者の

地域定着」が県の地域課題となっていますが、若者の皆さんの県内への定着はもちろんのこと、

県外への移動も長期的には県にとってプラスになりうると考えます。たとえば将来 U ターンし

てきて県外で学んだ知識を富山県のために生かすことができます。ふるさと納税などを通じ

て富山を外から応援することもできます。県外で富山のすばらしさを伝えることも富山にとっ

てプラスになります。県内から富山を支える若者の皆さんは言うまでもなく、まさに富山の将

来を背負っていかれる宝のような存在です。一方で、県外に移動される方々も県外から富山を

応援して富山の力になることができます。どちらも富山への貢献という意味で尊いということ

を申し添えておきます。 

大変にお忙しい中、快くご協力くださった高校の先生方、そして、高校３年生の皆様、ご協力

誠にありがとうございました。 
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